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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第93期

第３四半期連結
累計期間

第94期
第３四半期連結

累計期間
第93期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 9,329,544 8,942,286 12,409,209

経常利益 （千円） 144,385 401,007 323,010

親会社株主に帰属する四半期

純利益又は親会社株主に帰属する

四半期（当期）純損失（△）

（千円） △138,880 336,052 △753,509

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △256,496 675,763 △1,227,344

純資産額 （千円） 9,557,443 9,061,026 8,586,505

総資産額 （千円） 13,243,627 14,292,480 12,989,347

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）

（円） △6.21 15.03 △33.71

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 72.2 63.4 66.1

 

回次
第93期

第３四半期連結
会計期間

第94期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 2.32 7.16

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していない。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれていない。

　　　　３．第94期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してい

ない。なお、第93期及び第93期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株

当たり四半期（当期）純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用関連会社）が営む事業の内

容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 

（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における世界経済につきましては、米国経済の足踏みや中国経済の減速、さらには

英国のＥＵ離脱決定による欧州経済の先行き懸念等、様々な課題が指摘されています。また、国内経済も依然と

して不透明感が拭えない状態が続いています。

　このような経済環境のなか、当社は昨年４月に代表取締役の交代を含む、組織及び役員体制の変更を実施しま

した。新体制のもと、経営ビジョンとして「車載産業への参入」を掲げ、担当部署として経営企画室を新設して

実現に向けたロードマップの策定を開始しました。

　当第３四半期連結累計期間の販売面につきましては、国内における産業機器向けで回復基調がみられ、また、

中国及び東南アジアにおけるエアコン向け及びＯＡ機器向けも安定した受注を維持しています。しかしながら為

替変動による影響もあり、全体としては前年同期よりも減少しました。

　生産・技術面につきましては、生産技術力・製品開発力の強化に努めており、昨年10月より埼玉事業所内の新

工場が稼働を開始しています。

　また、一昨年４月にスタートした第９次中期経営計画で掲げた「成長」と「土台作り」を実現するため、「や

り遂げる力」と「創りだす力」の強化を図ります。追加施策として「新商品比率の引き上げ」「新規顧客の開

拓」「重点分野への攻め」「技術系人材の増強」「“コミットメント”の浸透」を引き続き推進してまいりま

す。

　なお、米国においては、コンデンサの取引に関する競争法規制当局による調査は終了しており、集団民事訴訟

については原告側と和解が成立し、現在管轄裁判所の承認手続き中であります。その他の複数の国では、競争法

規制当局による調査が継続中であり、カナダにおいては集団民事訴訟が提起されています。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は89億42百万円（前年同期比96％）、営業利益は４億19百万

円（同228％）、経常利益は４億１百万円（同278％）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億36百万

円（前年同期は１億38百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

 

　セグメント別の業績は以下のとおりです。

 

ノイズ関連製品

　産業機器向けが回復基調にあり、海外におけるエアコン向け等の受注も安定して推移しました。しかし、円高

の影響を大きく受け、ノイズ関連製品の売上高は57億26百万円（前年同期比96％）となりました。

 

サージ関連製品

　産業機器向けが回復傾向にあるものの、全体としては厳しい状況が続きました。その結果、サージ関連製品の

売上高は15億22百万円（同97％）となりました。

 

表示関連製品

　国内では、新製品の立ち上がりが順調であり、照明用ＬＥＤ及び産業機器向けの売上が増加しました。しか

し、海外での売上減少により、表示関連製品の売上高は12億41百万円（同94％）となりました。

 

センサー関連製品

　前年度、堅調であった時計指針補正用等が減少しました。その結果、センサー関連製品の売上高は４億51百万

円（同91％）となりました。
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（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は３億２百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況について重要な変更はありま

せん。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成28年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,921,562 22,921,562
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は

100株である

計 22,921,562 22,921,562 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年10月１日～

平成28年12月31日
－ 22,921,562 － 2,295,169 － 1,157,189

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   570,100
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 22,316,000 223,160 ―

単元未満株式 普通株式    35,462 ― ―

発行済株式総数 22,921,562 ― ―

総株主の議決権 ― 223,160 ―

(注)１．「完全議決権株式（その他）」には、㈱証券保管振替機構名義の株式が 2,300株（議決権の数23個）含まれている。

　　２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 42株が含まれている。

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

岡谷電機産業株式会社
東京都世田谷区等々力

六丁目16番９号
570,100 ― 570,100 2.49

計 ― 570,100 ― 570,100 2.49

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,191,399 3,377,577

受取手形及び売掛金 3,853,421 3,887,074

商品及び製品 574,408 844,588

仕掛品 307,056 412,059

原材料及び貯蔵品 544,575 546,606

繰延税金資産 194,060 193,114

その他 279,500 275,753

貸倒引当金 △12,783 △13,119

流動資産合計 8,931,639 9,523,654

固定資産   

有形固定資産 2,184,676 2,634,938

無形固定資産 13,949 14,077

投資その他の資産   

投資有価証券 1,670,780 1,953,113

繰延税金資産 99,426 75,753

その他 88,876 90,941

投資その他の資産合計 1,859,082 2,119,809

固定資産合計 4,057,708 4,768,825

資産合計 12,989,347 14,292,480
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 971,996 1,188,250

短期借入金 454,550 408,362

未払法人税等 32,027 113,235

訴訟関連引当金 90,800 －

未払金 1,042,988 727,922

その他 469,950 584,679

流動負債合計 3,062,312 3,022,450

固定負債   

長期借入金 466,468 1,282,936

環境対策引当金 12,728 －

退職給付に係る負債 617,983 624,497

再評価に係る繰延税金負債 214,903 214,903

資産除去債務 7,505 7,505

その他 20,941 79,162

固定負債合計 1,340,529 2,209,003

負債合計 4,402,842 5,231,454

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,295,169 2,295,169

資本剰余金 1,861,046 1,861,046

利益剰余金 3,384,805 3,519,693

自己株式 △121,356 △121,435

株主資本合計 7,419,665 7,554,474

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 557,879 773,943

繰延ヘッジ損益 － △1,451

土地再評価差額金 496,439 496,439

為替換算調整勘定 147,571 262,783

退職給付に係る調整累計額 △35,050 △25,163

その他の包括利益累計額合計 1,166,839 1,506,551

純資産合計 8,586,505 9,061,026

負債純資産合計 12,989,347 14,292,480
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 9,329,544 8,942,286

売上原価 7,174,657 6,757,745

売上総利益 2,154,887 2,184,541

販売費及び一般管理費 1,971,202 1,764,837

営業利益 183,684 419,703

営業外収益   

受取利息 24,754 9,068

受取配当金 56,335 44,987

為替差益 － 2,480

その他 7,826 5,320

営業外収益合計 88,917 61,857

営業外費用   

支払利息 4,678 5,369

持分法による投資損失 100,401 70,044

為替差損 18,438 －

その他 4,697 5,140

営業外費用合計 128,215 80,553

経常利益 144,385 401,007

特別利益   

固定資産売却益 － 1,141

持分変動利益 ※１ 132,214 ※１ 67,209

環境対策引当金戻入額 － 9,890

特別利益合計 132,214 78,242

特別損失   

減損損失 － ※２ 4,715

投資有価証券評価損 － 1,759

訴訟関連損失 ※３ 416,614 －

工場再構築費用 ※４ 47,075 －

特別損失合計 463,690 6,475

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失（△）
△187,089 472,774

法人税等 △48,208 136,722

四半期純利益又は四半期純損失（△） △138,880 336,052

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
△138,880 336,052
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △138,880 336,052

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △134,435 216,064

繰延ヘッジ損益 10,630 △1,451

為替換算調整勘定 2,165 115,212

退職給付に係る調整額 4,024 9,886

その他の包括利益合計 △117,615 339,711

四半期包括利益 △256,496 675,763

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △256,496 675,763
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する

実務上の取扱い」（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間より適用し、平成28年４

月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更している。

なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微である。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方

法によっている。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用している。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　持分変動利益の内容

前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

当社の持分法適用関連会社であるＴＯＣキャパシタ株式会社の第三者割当増資によるものである。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

当社の持分法適用関連会社であるＴＯＣキャパシタ株式会社の第三者割当増資によるものである。

 

※２　減損損失

当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

表示関連事業に係る固定資産の減損損失を特別損失に計上している。

 

※３　訴訟関連損失の内容

前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

当社グループのコンデンサの取引に関する複数の海外の競争法規制当局による調査への対応及び米国における集

団訴訟への対応のための弁護士報酬等である。

 

※４　工場再構築費用の内容

前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

当社埼玉事業所の新工場建設に伴い発生する現有設備の減損損失及び解体費用である。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

減価償却費 328,581千円 190,513千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 111,760 5 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金

平成27年11月13日

取締役会
普通株式 89,407 4 平成27年９月30日 平成27年12月４日 利益剰余金

 

（2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間末後となるもの

該当事項なし。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日

定時株主総会
普通株式 111,757 5 平成28年３月31日 平成28年６月24日 利益剰余金

平成28年11月10日

取締役会
普通株式 89,405 4 平成28年９月30日 平成28年12月６日 利益剰余金

 

（2）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間末後となるもの

該当事項なし。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

      （単位：千円)

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ノイズ
関連製品

サージ
関連製品

表示
関連製品

センサー
関連製品

売上高        

外部顧客への売上高 5,946,850 1,567,015 1,318,461 497,216 9,329,544 － 9,329,544

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 5,946,850 1,567,015 1,318,461 497,216 9,329,544 － 9,329,544

セグメント利益

又は損失（△）
345,038 353,007 △48,823 104,164 753,386 △569,702 183,684

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、報告セグメントに帰属しない一般管理費等である。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

      （単位：千円)

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ノイズ
関連製品

サージ
関連製品

表示
関連製品

センサー
関連製品

売上高        

外部顧客への売上高 5,726,649 1,522,650 1,241,915 451,070 8,942,286 － 8,942,286

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 5,726,649 1,522,650 1,241,915 451,070 8,942,286 － 8,942,286

セグメント利益

又は損失（△）
517,679 353,992 △45,370 116,136 942,438 △522,734 419,703

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、報告セグメントに帰属しない一般管理費等である。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△6円21銭 15円03銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

△138,880 336,052

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

△138,880 336,052

普通株式の期中平均株式数（千株） 22,351 22,351

（注）当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。な

お、前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、

潜在株式が存在しないため記載していない。

（重要な後発事象）

該当事項なし。

２【その他】

平成28年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ) 中間配当による配当金の総額                 89,405千円

(ロ) １株当たりの金額                           ４円00銭

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　平成28年12月６日

　　(注) 平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年２月10日

岡 谷 電 機 産 業 株式会社

取 締 役 会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 草野　和彦　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩瀬　弘典　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岡谷電機産業株

式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から

平成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、岡谷電機産業株式会社及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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